
 

 

名前： 

菅原 恵理 (Eri Sugawara) 

 

診療科：                得意な分野： 

リウマチ膠原病科    関節リウマチ・膠原病一般 

 

主な所属学会： 

日本内科学会 

日本リウマチ学会 

日本臨床免疫学会 

 

主な経歴： 

2010年3月 北海道大学医学部医学科卒業 

2010年4月 苫小牧市立病院 

2011年4月 北海道大学病院 

2012年4月 帯広厚生病院 

2013年4月 滝川市立病院 

2014年4月 北海道大学病院 

2019年3月 北海道大学大学院医学研究科医学専攻博士課程修了 

2019年4月 斗南病院 

 

主な資格・免許： 

医師免許証 

博士 (医学) 

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医 

日本リウマチ学会リウマチ専門医・指導医 

日本臨床免疫学会免疫療法認定医 

苫小牧市立病院緩和ケア研修会終了 
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受賞歴： 

2005年9月 北海道大学新渡戸賞 

2018年4月 JCR 2018 ICW Excellent Abstract Award  

2019年3月 北海道大学大塚賞 

2020年3月 北海道大学大学院医学研究院・医学院・医学部医学科 優秀論文賞 

 

コメント： 

患者様の気持ちに寄り添い、ライフスタイルに合わせたベストな治療を行うこ

とを心がけております。 

心配なことや不安なことがありましたらお気軽にご相談ください。 

 

 


